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厚狭川激特だよりは、「厚狭川河川激甚災害対策特別緊急事業」に関する取り組み状況などの情報

をお知らせするために発行するものです。 

今回は、「桜川の河川改修の概要」、「事業の進捗状況」についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 桜川では、ＪＲ山陽新幹線の下流までの改修が完了していますが、これより上流は写真のように

現況の川幅が狭く、特に、桜川橋（旧国道２号の橋）は狭い川に橋脚が２本もあるなど、洪水の流

下の阻害となっています。このため、桜川の浸水被害を軽減するためには、河川の断面を拡げる必

要がありますが、山陽新幹線と山陽本線の横断部は構造上の制約があるため、新たにバイパス河川

を整備します。さらに、改修区間には大小７本の橋があり、河川改修にあわせて、これらの橋の架

け替えも行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水からみなさまの暮らしを守る 

はじめに 

VOL.４  

桜川の河川改修の概要 

【整備の目標】 厚狭川および桜川において、河道の掘削及び拡幅、排水ポンプの増設等により、 

洪水を流下させる能力を向上させ、平成２２年７月の豪雨規模の洪水による浸

水被害を軽減します。 

桜川橋（旧国道 2 号の橋） 
※橋脚が 2 本あり、洪水の流下の阻

害になっている。 

現況の桜川（山陽本線付近） 
※川幅が狭く、ＪＲの橋脚もあり、現

位置での拡幅は困難。 

旧国道 2 号 

（現・県道船木津布田線） 
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 厚狭川の潮止堰の上流では、 

川底の掘削を進めています。 

これにより洪水の流下断面 

を確保し、洪水時の水位低下 

を図ります。 

 

 

 

① 厚狭川下流部では、川底を作業船により掘削 

する工事を進めています。 

② 国道２号バイパス付近では、梅雨明けから川 

底の掘削工事に着手できるよう準備を進めて 

います。 

③ 東下津～殿町では、左岸の護岸の嵩上げ工事 

を進めています。 

④ 水管橋付近からＪＲ付近では、梅雨明けから 

川底の掘削工事に着手できるよう準備を進め 

ています。 

⑤ 鴨橋周辺では、平成 24 年の秋から仮橋の工 

事に着手できるよう地域の皆さまと調整を進 

めています。 

⑥ 桜川では、５月中旬に地域の皆さまへの説明 

会を開催しました。現在、川の周辺の土地の 

調査等を進めています。 

⑦ 大正川排水機堲では、工堲でポンプ設備の製作 

を進めており、平成２５年の梅雨時期までの 

完成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の進捗状況 

<< お問い合わせはこちらまで >> 

山口県宇部土木建築事務所 〒755-0033 宇部市琴芝町 1-1-50 

TEL 0836-21-7125   FAX 0836-22-5231 

 

 厚狭川および周辺においては、工事に伴う騒音振動や交通規制及び工事用車両の通行等でご迷
惑をおかけすると思いますが、細心の注意をはらって施工いたしますので、何卒ご理解とご協力
をお願いいたします。   
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川底掘削 着手前 川底掘削 完了後 
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※水位が同じときの写真です。写真手前の川底の土砂を掘削しました。 

※左欄の番号と右図の箇所番号が対応しています。 

～ 厚狭川洪水避難地図（洪水ハザードマップ）について ～ 

 『厚狭川洪水避難地図』いわゆる洪水ハザードマップをご覧になっ

たことはありますか？平成 21 年に市より厚狭川周辺の皆様に配布さ

れたものです。洪水ハザードマップは、洪水時に浸水が想定される区

域や避難堲所などの情報が入った地図です。もし、どこかタンスの奥

にしまっているなら、今一度洪水ハザードマップを引っ張り出し、家

族で自分の家の周辺の状況や避難堲所、避難経路などを確認し、話し

合ってみてください。自身の身を守るためには、洪水ハザードマップ

を活用してスムーズな避難行動をとることが大変有効です。 

 ちなみに、平成 22 年 7 月の洪水による浸水範囲は、洪水ハザード

マップが示している浸水範囲とほぼ同じでした。 

※「厚狭川洪水避難地図」のご必要な方は市役所にお問い合わせください。また、市役所
のホームページからもご覧になれます。 


